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（1903～1986）

　水泳選手。オリンピック金メダリスト。鹿児島県鹿児島郡伊
敷村（現、鹿児島市）出身。水泳選手として、第９回オリンピッ
ク・アムステルダム大会と第10回オリンピック・ロサンゼルス
大会に出場し、200m平泳ぎで連続優勝という偉業を成し遂げ
た。戦後、妻の出身地である松山市に居住し、愛媛県体育協会
の理事や水泳連盟の理事長に就任し、愛媛県の水泳界の発展に
寄与した。

略 歴
明治36（1903）年10月１日 　鹿児島県鹿児島郡伊敷村に生まれる。
大正14（1925）年10月11日 　明治神宮競技大会水泳200ｍ平泳ぎで優勝
昭和３（1928）年８月８日 　第９回オリンピック・アムステルダム大会水泳200ｍ平泳ぎで優勝
昭和７（1932）年８月13日 　第10回オリンピック・ロサンゼルス大会水泳200ｍ平泳ぎで優勝
昭和23（1948）年　　　　 　愛媛新聞社に入社
　　　　　　　　　　　 　愛媛県水泳連盟理事長就任
　　　　　　　　　　　 　愛媛県体育協会理事就任
昭和43（1968）年12月　　 　国際水泳殿堂入り
昭和55（1980）年　　　　 　オリンピックオーダー受章
昭和61（1986）年７月24日 　82歳で永眠

（写真提供：鶴田哲雄氏）
〈関連図書〉
 ・愛媛県史編さん委員会『愛媛県史　人物』　愛媛県　1989年
 ・日本オリンピック委員会『近代オリンピック100年の歩み』　ベースボール・マガジン社　1994年
 ・こどもくらぶ『スポーツなんでも事典　水泳』　株式会社ほるぷ出版　2009年

〈主な収蔵資料＞…（P234，176～178）
〈ゆかりのある場所＞…（P319，223）


